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概要
本稿では、BERTベクトルを用いてオノマトペ候
補の分析を行う。国語研日本語ウェブコーパスから
2モーラが繰り返される ABAB型のオノマトペ候補
を収集し、クラウドソーシングによる調査で分析対
象のオノマトペ候補を 64種類にしぼった。これら
のオノマトペ候補の zero-shotの BERTベクトルを、
「ABAB」、「ABABする」、「ABる」という三種類に
ついて主成分分析を用いて二次元上にプロットし
た。「ABAB」、「ABABする」、「ABる」のクラスタ
間距離を目視で遠い/近いに分けて分析し、これらの
クラスタ間距離によるオノマトペ候補の分類を用い
て、オノマトペ由来の新動詞の検出を試みた。

1 はじめに
「プンプン」のような 2モーラ繰り返し型（ABAB
型）のオノマトペは日本語において最も一般的な形
のひとつである。このタイプのオノマトペは「す
る」を伴った動詞用法を持つことが多い。また、
「ABる」型の新語の動詞（新動詞）となることもあ
る。新語とは言語集団がまだ慣習化していないとみ
なす語である [1]。例えば、「モフる」という新動詞
は「モフモフ」「モフモフする」に由来する [2, 3]。
しかし一方で、「ナデナデ」は ABAB型だがオノマ
トペではなく、「撫でる」という動詞がもとになっ
ていると思われ、オノマトペ由来の新語動詞の自動
検出は容易ではない。本研究では、BERT[4]の出力
ベクトルを用いて ABAB型のオノマトペ候補を分析
する。国語研日本語ウェブコーパスから ABAB型の
オノマトペ候補を機械的に収集し（4.1節）、クラウ
ドソーシングによる調査で分析対象のオノマトペ候
補を 64種類にしぼった（4.2節）。これらの zero-shot
の BERT ベクトルを、「ABAB」、「AB る」、「ABAB
する」という三種類について主成分分析を用いて二
次元上にプロットした（4.3節）。「ABAB」、「ABAB
する」、「ABる」のクラスタ間距離を目視で遠い/近

いに分けてオノマトペ候補を分類し（4.4節）、これ
らのクラスタ間距離によるオノマトペ候補の分類を
用いて、オノマトペ由来の新動詞の検出を試みた。
また、言語学的知見からこれらの分類の分析を行っ
た（5節）。

2 参考文献
Komiyaら [5]と Komiyaら [6]はそれぞれオノマト
ペの現れる文脈上の出現語を素性にしたベクトルま
たはオノマトペのWord2Vecを用いてオノマトペの
クラスタリングを行っている。また、乙武ら [7]は
BERTベクトルを用いてオノマトペの語義を分類す
る手法を提案している。BERTベクトルを用いて日
本語の意味について分析した論文にはほかに小林ら
[8]などがある。また本研究の派生的な研究として、
日本語の母語話者が、未知の単語の表層から「オノ
マトペらしさ」を評価できるかという実験を行った
Unoら [9]やクラウドソーシングによるオノマトペ
の類像性を調査することで、オノマトペ由来の新語
抽出を試みた宇野ら [10]がある。
3 BERT ベクトルを用いたオノマ
トペ由来の新動詞の検出
本研究はオノマトペ由来の新動詞を検出するこ
とを目的としている。言語学では、少数の単語につ
いて人手で分析を行うことが一般的であるが、本研
究では、自然言語処理の技術を用いて比較的多数の
オノマトペの候補についての分析を行う。新語を研
究対象とするため、対象オノマトペは、既存の辞書
を利用せず、コーパスとクラウドソーシングを用
いて選定した。また、検出に際し、アノテーション
データが存在しないため、教師なしの枠組みを用い
る。そのため、BERTベクトルを文脈ベクトルとし
て用いてオノマトペ候補を分類し、どのような特徴
がオノマトペ由来の新語に相当するかを、分類をも
とに読み解くことで分析するという手順を用いた。
この際、恣意的な分類にならないよう、分類は第一
著者が行い、分類後の分析を第二著者と第三著者が
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行った。

4 実験
4.1 ウェブコーパスからのオノマトペ候
補の抽出

2014年 10月から 12月までに収集された『国語
研日本語ウェブコーパス』[11] 25,836,947,421語（国
語研短単位）から、正規表現を用いて異なり 5,882
語の「ABAB」型のオノマトペ候補を抽出した。さ
らに可能な活用形を考慮したうえで「ABABする」
の頻度が、「ABる」の頻度よりも高い表現「ABAB」
異なり語数 844語（のべ 250億語に相当）をクラウ
ドソーシングの調査対象とした。具体的には ABAB
にサ行変格活用の活用形展開したものを後置させた
文字列の頻度の合計と、ABにラ行五段活用の活用
形展開したものを後置した文字列の頻度の合計を評
価した。また、オノマトペ候補は片仮名表記のもの
に限った。

4.2 クラウドソーシングよる調査
上記 844語について Yahoo! クラウドソーシング

を用いてアンケート調査を実施した。本稿では 4種
類実施したうちの本研究に主にかかわる 2種類につ
いて示す。残りは宇野ら [10]を参照されたい。
（調査 1）「ABAB」型のうち、オノマトペである
ものを抽出するために行った。「ABAB」型の 844語
を対象とし、「オノマトペか」について、0から 5の
評定情報を各表現 20人分収集した。調査は 2022年
10月 1日 23:00-23:55に実施し、異なり 674人が参
加した。
（調査 2）「ABABする」由来の「ABる」を特定
するために行った。844語の「ABAB」に対応する、
「ABABする」と「ABる」の 2つの表現対を対象と
し、「【ABる】は【ABABする】をもとにした語であ
るか」について、0から 5の評定情報を各表現 20人
分収集した。調査は 2022年 10月 1日 23:00より 10
月 2日 00:10まで実施し、異なり 667人が参加した。
（調査 1）において、20%以上の人が「オノマトペ
である」と認識している 64語を本研究の対象のオ
ノマトペ候補と定義する。「ABAB」の「AB」部分を
列挙すると、ドナ，ゴモ，ホエ，シマ，ホレ，クサ，
シバ，ボケ，ツメ，テレ，グス，ネム，ボツ，ネジ，
マゼ，モエ，ムレ，ウツ，シブ，ノビ，カス，カジ，
ブレ，パシ，ウダ，アゲ，シコ，ヌメ，ヨワ，ウネ，
チビ，ニギ，グズ，コネ，ドヤ，アセ，バテ，テカ，

サワ，ジワ，ナデ，ヨタ，ネバ，ガチ，ヒエ，シナ，
モジ，ガミ，ビク，ヨレ，イキ，ヒタ，チク，グネ，
シク，モヤ，スベ，クネ，ゴワ，ヘナ，モフ，ホジ，
ボコ，モグとなる（オノマトペらしさの評点の低い
順（少数点以下 3桁目を四捨五入））。
4.3 オノマトペ候補の BERTベクトルの
描画
オノマトペ候補 64語について『国語研日本語ウェ
ブコーパス』から収集した例文スニペットについ
て、BERT base Japanese1）の zero-shot ベクトルを描
画した。BERTへは BERTのトークナイザで分割し
て入力した。オノマトペ候補が 2つ以上のトークン
に分割された場合には、平均ベクトルを描画した。
また、ベクトルは主成分分析2）により二次元に圧縮
して描画した。ABAB型のオノマトペ候補の例文は
「ABAB」「ABABする」「ABる」の三種類について
収集されており、それらを別の色とマークのプロッ
トとして描画した。描画の際は可視性を担保するた
め、用例の数にかかわらず、最大表示数を「ABAB」
「ABABする」「ABる」の三種類についてそれぞれ
200とした。またオノマトペ辞典 [12]に多義語とし
て掲載されている場合に限り、辞書の例文の BERT
ベクトルもプロットした。実験は GPU を利用し、
Google Colab PRO+によって行った。
付録の図 1に「ボコボコ」「ボコボコする」「ボコ

る」の BERT ベクトルのプロット図を示す。緑の
星が「ABAB」（この例では「ボコボコ」）、水色の丸
が「ABABする」（この例では「ボコボコする」）、茶
色の三角が「ABる」（この例では「ボコる」）を示
す。「ABABする」は必ず「ABAB」部分を含むので、
「ABABする」を表す水色の丸のプロットエリアは
必ず「ABAB」を表す緑の星のプロットエリアに含
まれることに注意されたい。また、図中の数字は、
オノマトペ辞典中の例文である。数字の違いは語義
の違いである。

4.4 目視による分類
本実験の対象の 64種類のオノマトペ候補につい

て、図 1のようなプロット図を見て
(1) 「ABAB」（緑の星）と「AB る」（茶色の三角）

の BERTベクトルのクラスタ間距離
(2) 「ABABする」（水色の丸）と「ABる」（茶色の

1） https://huggingface.co/tohoku-nlp/

bert-base-japanese-whole-word-masking

2） https://scikit-learn.org/1.5/modules/generated/

sklearn.decomposition.PCA.html
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三角）の BERTベクトルのクラスタ間距離
を「遠い/近い」に目視で分け、それぞれのクラスタ
間距離の「遠い/近い」に応じてオノマトペ候補を以
下の 4種類に分類した。
A型 (1)と (2)が両方遠い
B型 (1)が遠く、(2)が近い
C型 (1)が近く、(2)が遠い
D型 (1)と (2)が両方近い
この際、二つのクラスタが接しているかよりも、二
つのクラスタの広がりが重なっているかどうかに
注意して分類を行った。分類の結果、Ａ型が 14、Ｂ
型が 1、Ｃ型が 8、Ｄ型が 32となった。残りの 9つ
についてはプロットされた用例が少なすぎたため、
分類対象外とした。Ｄ型は多かったので (1)のクラ
スタ間距離について、クラスタが重なっているも
の（D1 型）と近いが重なっていないもの（D2 型）
に大別した。その結果、D1型が 18、D2型が 14と
なった。図 1は D1型の例である。付録の図 2に A
型「カスカス」の例を示す。なお、この分類は、仮
説ありきの分析にならないよう、言語学的な仮説を
持たない研究者（第一著者）がクラウドソーシング
の調査の結果を参照せずに行った。
付録の表 1にＡＢる型動詞の分類結果を示す。オ

ノマトペ候補を A、B、C、D1、D2型の順に並べ替
えたところ、第一著者は以下の二つの傾向に気づ
いた。

• クラウドソーシングの「【ABる】は【ABABす
る】をもとにした語であるか」という調査結果
の平均値を参照した際、A 型においては【AB
る】は【ABABする】をもとにした語ではない
という回答に近くなり、D型については【ABAB
する】をもとにした語であるという回答に近く
なる傾向

• D2型のオノマトペ候補において「ABABと AB
る」（例：ウネウネとウネる）という言い方が自
然である傾向

以降、これらの傾向についてクラウドソーシングの
追加調査と分散分析にて確認する。

5 分析
5.1 クラウドソーシングの追加調査
（調査 3）「ABABと ABる」という表現が自然

であるかについての調査を、Yahoo! クラウドソー

シングを用いて 2023年 2月 1日に実施した。1209
名が参加し、半角・全角の文字を利用した 748通り
の表現について調査した。それぞれの表現につき
「ABABと ABる」の自然さの 0から 5の評定情報を
100人により評価した。

5.2 調査結果の分散分析
付録の表 2にクラスタ間距離による型分類（A, B,

C, D1, D2）とクラウドソーシングの調査の平均の結
果を示す。分散分析の結果が統計的に有意であるも
のにはアスタリスクを記した。（調査 1）の「オノマ
トペだと思うか」については、分散分析により B型
を除いて型ごとの差が統計的に有意であった（F(3,
50)=3.459, p < 0.05)。比較すると、A型の平均値は
C型、D1型、D2型の平均値に比べて有意に低い（t
検定：p<0.05）。B 型は用例が少なすぎて検定を行
うことができなかったが、A型よりも高い値である
ことが表から見て取れる。この結果から、「ABAB」
と「ABる」のクラスタ間距離が遠く、また「ABAB
する」と「ABる」のクラスタ間距離が遠い場合に
は、オノマトペになりにくいことが分かる。
（調査 2）「【ABる】は【ABABする】をもとにし
た語であるか」については A型よりも D型のほう
が数値が高くはあるものの、分散分析によれば有意
な差は認められなかった（F(3, 50)=1.235, p = 0.306)
。有意差については用例数が少ないことが原因であ
る可能性がある。
（調査 3）「「ABABと ABる」の自然さ」について
は、分散分析による型ごとの差が統計的に有意で
あった（F(3, 50)=2.697, p = 0.0557)。D型（D1型と
D2型の合計）は少なくとも A型と C型よりも自然
であると評価された（t 検定：p<0.1）。この結果か
ら、「ABAB」と「ABる」のクラスタ間距離が近く、
また「ABABする」と「ABる」のクラスタ間距離が
近い場合には、「ABABと ABる」と言えることが分
かる。「ABABと ABる」が言えるか、というテスト
は D型の判定に使える可能性がある。しかし、D2
型は、D1型よりも数値が高くはあるものの、有意
な差は認められなかった。有意差については用例数
が少ないことが原因である可能性がある。
「ABABとABる」が自然となるのは、副詞「ABAB
と」が表す様態と動詞が表す動作が不揃いでちぐは
ぐではないが、一方で重複し過ぎてもいない場合で
ある、と考えられる。例えば、「ガミガミとガミる」
は「ガミガミ」は文句を言う様を表し、「ガミる」は
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損をすることを表し、意味が通らずに不自然な表
現となる。一方で、「モフモフとモフモフする」や
「ナデナデとナデナデする」は、意味の過剰な重複
があり、不自然である。ところが、「モフモフとモ
フる」や「ナデナデとナデる」は自然だと判断され
る。これは、「ぴょんぴょんと跳ねる」が自然であ
るのと同様だと考えられる。ここでの観察は [3]の
研究で「モフる」が「モフモフする」より類像性が
低く、表す意味範囲が一部重複しつつも異なってお
り、一般動詞に近い特性をもつ、とした分析と一貫
性を持つ。

5.3 分類の言語学的分析
4.4節での分類について、言語学的に、特に「AB

る」の分布を観察・分析した。表 1 の「ABる」の
うち、日本最大の国語辞典である、日本国語大辞典
[13]に同音同義のエントリがなかったものに下線を
付した。つまり、下線のある動詞は新語の可能が
高い。

A型では 14語中、「テカる」のみ下線となる。「テ
カる」は [10]でも特殊な性質（出現時期からは新語
と推定されるが、類像性の相対的高さは新語らしく
ない）を持つと示され、今回の特殊な分類結果もこ
の性質と関連する可能性が高い。残り 13語はどれ
も、一般的な動詞である。また、5.2節での分析に
よれば、A型の ABABの多くはオノマトペではない
とされる。実例を見ると、「上げる」と「まずは新年
会でアゲアゲスタート」の「アゲアゲ」のように、
一般的な動詞の語幹を繰り返し、特定の文脈で用い
られるものが多い。A型は主に一般的な動詞を元と
する ABABの分類である。A型は「ABAB」と「AB
る」のクラスタ間距離と「ABABする」と「ABる」
のクラスタ間距離が両方遠い分類である。そのた
め、オノマトペでない「ABAB」と一般動詞の「AB
る」が意味的に関係しつつも用いられる文脈が異な
ることと矛盾しない。

B型は下線のない「アセる」1語のみで、「焦る」
あるいは「汗」から「アセアセ」となったと考えら
れる。1語で十分な分析はできないが、A型と共通
点が多い。

C型は、8語のうち 6語に下線がある。例を見る
と、動詞は新語だが、オノマトペには由来ではない
ものが多い。例えば「ボツる」は「ボツボツ」のよ
うな凹凸の形状ではなく、没にするという意味で関
係していない。C型は「ABAB」と「ABる」のクラ

スタ間距離が近いが「ABABする」と「ABる」のク
ラスタ間距離が遠い分類である。「ABAB」と「AB
る」のクラスタ間距離が近い理由は現在のところ不
明である。一方で、「ABABする」と「ABる」のク
ラスタ間距離の遠さは、新動詞がオノマトペ由来で
ないことと一貫する。

D1型では 18語のうちの 3語、D2型では 14語の
うちの 3語が新語の可能性がある。「ボコる」「モフ
る」のようなオノマトペ由来の新語が観察される。
ただし、A型同様「ナデる」のような、一般動詞も
多く含まれる。D型は「ABAB」「ABABする」「AB
る」のクラスタがどれも近くに存在する。この性質
はオノマトペ由来の新動詞がこの型に含まれやすい
ことと矛盾しない。ただし、「撫でる」から「ナデナ
デ」が派生したケースのように、オノマトペと動詞
の由来が逆であるものも多く含む。由来が逆であっ
てもクラスタが近いこととは矛盾しないため、オノ
マトペ由来の新動詞の検出には、このグループに絞
り込んだ後、由来がどちらなのかを見極める必要が
ありそうである。
大まかな傾向としては、A型と B型には一般動詞

が、C型にはオノマトペには由来しない新動詞が、
そして、D型にはオノマトペ由来の新動詞と一般動
詞が、分類されていると言える。

6 まとめと展望
本研究では、BERTベクトルを用いてオノマトペ
由来の新動詞の検出を試みた。新語を分析対象とす
るため、オノマトペ候補はコーパスとクラウドソー
シングによる調査で選出した。「ABAB」「ABABす
る」「ABる」についてコーパス上の用例を zero-shot
の BERTベクトルにして主成分分析で圧縮し、二次
元に描写した。このベクトルの「ABAB」「ABABす
る」「AB る」のクラスタ間距離を目視で「近い/遠
い」に分け、これをもとに 4つの型に分類した。こ
の分類を用いてオノマトペ由来の新動詞の検出を
試みたところ、オノマトペ由来の新動詞は「ABAB」
「ABABする」「ABる」のクラスタがどれも近くに
存在する D型に多く見られることが分かった。今後
の研究として、目視ではなく機械的にクラスタ間距
離を求めること、文脈ベクトルの改良などが考えら
れる。
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図 1 ボコボコの BERTベクトルのプロット図 図 2 カスカスの BERTベクトルのプロット図

(1)ABAB\ABる間 (2)ABABする \ABる間 ABる
アゲる、ボケる、ブレる、グズる、ホレる

A型 遠い 遠い カスる、クサる、モエる、ムレる、スベる
テカる、テレる、ツメる、ウツる

B型 遠い 近い アセる
C型 近い 遠い ビクる、ボツる、ガチる、ガミる、ヒタる

モジる、パシる、ヨレる
ボコる、チビる、ドナる、ドヤる、グネる

D1型 近い（重ならない） 近い ヘナる、イキる、カジる、マゼる、モグる
モヤる、ネバる、ネムる、ニギる、ノビる
サワる、シバる、ヨタる
チクる、グスる、ヒエる、ホジる、コネる

D2型 重なる 近い クネる、モフる、ナデる、ニジる、ヌメる
シコる、シクる、ウダる、ウネる

表 1 「ABAB」\「ABる」、「ABABする」\「ABる」のクラスタ間距離によるＡＢる型動詞の分類

型 数 調査 1 調査 2 調査 3
A 14 2.87 2.36 1.87
B 1 3.45 2.60 2.16
C 8 3.63* 2.21 1.82
D1 18 3.39* 2.44 2.25* 2.09
D2 14 3.55* 2.97 2.40
全体 55 3.33 2.52 2.07

表 2 クラスタ間距離による型分類（A, B, C, D1, D2）とクラウドソーシングの調査結果
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